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町県民税の申告及び確定申告がはじまります

実施期間：令和４年２月１６日（水）～令和４年３月１５日（火）※土日祝日を除く

受付時間：午前８時３０分～１１時３０分、午後１時～４時

　　　　　（準備が整い次第、受付を開始します。）

場　　所：役場六日市庁舎　１階ロビー（六日市７５０番地）

　　　　　役場柿木庁舎　　２階特設会場（柿木５００番地１）

役場職員による申告相談

次のとおり、役場職員による申告相談を実施しますのでご利用ください。

申告会場に持ってくるもの

□マイナンバーカード（写真入り）もしくは個人番号のわかる通知カード等と

　本人確認書類（免許証など）

□印鑑（認印可）

□所得税の還付がある場合　→　貯金通帳またはキャッシュカード

□給与や年金収入等があった場合　→　源泉徴収票

□農業等事業所得あった場合　→　収支内訳書や収入・支出の内容がわかるもの

□その他控除を受けるために必要な支払証明書等の書類

　各種書類や資料の事前整理をされて来場してください。

　来場される前は、各自検温をされ、体調が悪い場合は来場をお控えください。来場され

たらマスクの着用、手指の消毒をお願いします。

毎年、次の所得の申告がもれていることがあります。

〇生命保険の一時金・損害保険満期返戻金等の一時所得

〇生命保険契約等に基づく年金

〇農業関係の補助金（農業次世代人材投資事業・半農半Ｘ事業補助金等）、

　ＵＩターン子育て補助金等

※所得税の申告は必要ない場合もありますが、町県民税の申告は必要となります。

新型コロナウイルス感染症予防対策

ご注意ください

問い合わせ先

税務住民課　住民税係　☎（0856）７７－１１１３
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償却資産申告について

償却資産所有者は、令和４年１月１日現在における当該所有償却資産について、地方税法第

383 条に基づき、令和４年１月３１日までに申告する必要があります。償却資産申告書を税務

住民課（六日市庁舎）又は柿木地域振興室（柿木庁舎）に提出してください。

償却資産とは

　会社や個人で事業を営んでいる人（賃貸業やいわゆる公営事業を営む人を含む）が、その事

業のために用いることができる土地・家屋以外の構築物・機械・器具・備品等をいいます。

償却資産の要件

①土地及び家屋以外の事業の用に供することができる資産であること。

②減価償却額又は減価償却費が法人税法又は所得税法の規定による所得の計算上損金又は必要

な経費に算入されるもの（これに類する資産で法人税又は所得税を課されない者が所有するも

のを含む。）であること。

③鉱業権、漁業権、特許権その他の無形減価償却資産でないこと

④使用可能期間が 1年未満又は少額減価償却資産でないこと

⑤自動車税の課税客体である自動車又は軽自動車税の課税客体である軽自動車等でないこと。

資産の種類 償却資産例示

構築物 駐車場設備、受変電設備、自家発電設備、舗装路面、看板（広告

塔等）、門・塀・緑化施設等の外構工事　等

機械及び装置 太陽光発電設備、加工・製造機械、農業用機械、その他業務用設備、

クレーン等建設設備、その他建築設備　等

車両及び運搬具 大型特殊自動車（分類番号が「０、００～０９及び０００～

０９９」、「９、９０～９９及び９００～９９９」の車両）　等

工具、器具及び備品
パソコン、看板（ネオンサイン等）、レジスター、コピー機、医

療機器（レントゲン等）、ガソリン計量器、理容業用機器、自動

販売機、各種工具、応接セット、エアコン　等

※不申告者には１０万円以下の過料が科される場合があります。（地方税法第 386 条および吉

賀町税条例第72条）また、虚偽の申告者には罰則規定が設けられています。（地方税法第385条）

提出書類

①償却資産申告書（第 26 号様式）

②種類別明細書（別表 1：増加資産・全資産用　別表 2：減少資産用）

問い合わせ先

吉賀町役場　税務住民課　☎（0856）７７－１１１３
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政治家は有権者に寄附を

贈らない！

有権者は政治家に寄附を

求めない！

政治家から有権者への寄附は

受け取らない！

政治家からの寄附禁止
　選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人に寄附を行うことは、名義のいかんを問わず特

定の場合を除いて一切禁止されています。有権者が求めてもいけません。冠婚葬祭における贈答

なども寄附になるので、注意してください。

後援団体からの寄附禁止
　政治家の後援団体（後援会など）が行う寄附も、政治家の寄附同様に禁止されています。「後援

団体の設立目的により行う行事または事業に関する寄附」の例外とされていますが、この場合も花

輪、供花、香典、祝儀などや選挙前一定期間にされるものは禁止されています。

政治家の関係会社などからの寄附禁止
　政治家が役職員、構成員である会社や団体が、政治家の名前を表示して行う寄附や、政治家の名

前などを冠した会社・団体がその選挙に関して行う寄附も、政治家の寄附同様に禁止されています。

その他の寄附制限
　政治家への寄附についても、国や地方公共団体と請負などの関係にある者の寄附の制限、政治資

金規正法による制限などがあります。

（総務省ホームページ　抜粋）

寄附の禁止 政治家と有権者のクリーンな関係を保ち、選挙や政治の腐敗を

防止するために。

　政治家（候補者、立候補予定者、現に公職にある者）と私たち有権者とのつながりはとても

大切です。しかし、金銭や品物で関係が培われるようでは、いつまでたっても明るい選挙、お

金のかからない選挙に近づくことはできません。

結婚祝

香典　※

地域の運動会・ス

ポーツ大会への飲食

物等の差入

お祭りへの

寄附・差入

お歳暮・

お年賀

病気見舞 入学祝・

卒業祝

町内会の集会・旅

行等の催物へ

の寸志・飲食

物の差入

落成式・開店祝等

の花輪、葬儀の花

輪・供花

※政治家本人が結婚披露宴、葬式等に自ら出席してその場で

行う場合は罰則が適用されない場合もあります。

みんなで守ろう「三ない運動」
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リサイクルプラザ工房～体験教室参加者募集～

日　　時 教室内容 定　員

１月８日（土） 〇ガラスフュージョン

（ガラスの破片を使用して、ペンダント、ブローチ、

置物など）

〇裂き織り、毛糸織り

（古布、古い毛糸を織り機を　使ってテーブルセン

ター、バックなど）

〇いろいろなエコバック

（傘布、カレンダーなど工房で用意しています。）

１～７名

１月１５日（土）

１月２２日（土）

２月１２日（土）

２月１９日（土）

２月２６日（土）

３月１２日（土）

３月１９日（土）

３月２６日（土）

いずれも９～１１時４５分

　１２月２５日から承ります。

※平日に視察、体験工房を希望される方は５名以上でお願いします。

申込み 小さなお子さんは上履きをご持参ください。

〇不燃ごみの収集日に出し忘れた。

〇休日に家の中を整理した。

〇大型家具は自己搬入だから。

など理由は様々。

鹿足郡リサイクルプラザコラム　「不燃ごみの持ち込み」

　家庭から出た不燃ごみをリサイクルプラザに持ち込んだことのある方もおられると思い

ます。

鹿足郡リサイクルプラザ　☎０８５６－７７－１５６８

問い合わせ先

　今回はリサイクルプラザに自己搬入するときの

ルールについていくつか紹介したいと思います。

〇分別し、指定袋に入れて持ち込んでください。（容器包装プラスチック、

商品等プラスチック、ビン類、缶類）

〇入場時、退場時に必ず車の重量を計量してください。（搬入ごみの正味重

量を計りますので、職員の指示があるまで計量器の上で停車していて下さい）

〇不燃ごみの出し方が不明な場合は事前に連絡してください。

（持ち込みが禁止されている物もあります）

〇場内では事故が無いよう、注意して行動してください。

リサイクルプラザに持ち込むとき

基本的には不燃ごみを収集場所に出すときと同じです。持ち込みだからと

言って指定袋に入れずに持ち込んだり、分別せずに持ち込んだりしないよう

にしてください。ご協力をお願いします。
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　昭和２４年１月２６日、現存する世界最古の木造建築物である法隆寺金堂の壁画が焼失しました。

それに基づき、文化財を火災・震災その他の災害から守るとともに、日本国民の文化財愛護思想の高

揚を図る目的で１９５５年（昭和３０年）に当時の文化財保護委員会（現在の文化庁）と国家消防本

部（現在の消防庁）が制定しました。

みんなで守ろう　文化財

毎年１月２６日は「文化財防火デー」です

吉賀町にはどんな文化財があるの？

旧道面家住宅（国指定の重要文化財）

　元禄年代に建てられた農家の住宅。当時

の暮らしを窺 (うかが )い知ることができ

る貴重な場所です。

愛宕神社の社
しゃそう

叢（吉賀町指定文化財）

　愛宕神社の境内には樹齢約千年の通称「千

年杉」といわれる大杉、島根県の名木百選に

選ばれているケンポ梨・大栃などの大樹が立

ち並んでいる。

※益田広域消防署、各分遣所においても、毎年１月２６日前後に文化財防火訓練を行ってお

ります。１月から２月は、火気の取扱いにより火災が発生しやすい時期です。十分に注意し

て下さい。

益田広域消防署　六日市分遣所☎７７‐０１６２　柿木分遣所☎７９‐２２０１

ホームページ　http://www.fd-masuda.net/

問い合わせ先

岩倉秀典さんに叙勲の栄（元六日市町立七日市小学校長）

　岩倉秀典さんは、昭和２９年４月に旧日原町立青原小学校に教諭として着任し、学校教育者

としての第一歩を踏み出しました。それ以来、平成６年３月に旧六日市町立七日市小学校の校

長を最後に、退職するまでの 40 年間の長きにわたり小学校教育の発展に貢献されました。

　特に、スポーツを通じて教育を推進することにより、子どもたち

に希望と活力を与える教育に熱心に取り組み、スポーツ少年団を立

ち上げたり、体力づくり全国指定校を受けたりする等尽力されまし

た。また、島根県特別活動研究会の理事を務めるなど県教育の発展

にも寄与されました。

　これらの永年にわたる教育への功績が叙勲の栄誉として認めら

れ、令和３年９月１日付で瑞宝双光章が授与されることになり、

１１月１３日に岩本一巳町長から勲記と勲章が伝達されました。
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島根いのちの電話　公開講座・相談員養成講座募集

島根いのちの電話事務局　☎０８５２‐３２‐５９８５

問い合わせ先
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　凍結による水道管や器具の破損が心配な季節になりました。凍結対策をすることで水道

管の破損などを防ぐことが出来ますので凍結対策に心がけてください。

吉賀町上下水道コラム

このこまが回っていますか？

このバルブで締める事ができます

水道の凍結防止について

　むき出しになっている水道管は、保温材や電気ヒーターを巻きつけて保温を行うことが

有効です。水を少しずつ出しておくことも一般的に行われていますが、多くの家庭で行わ

れると、水道施設からの供給が追い付かなくなることもあります。そのため、出来るだけ

水を出さなくてすむ対策をしていただき、やむをえず水を出しておく場合には適量を心が

けてください。また、給湯器内の凍結についても同様にご注意ください。

凍結防止対策

　町指定給水装置工事事業者に修理を依頼してください。（メーターより宅内側の修理は

個人負担となります。）

　漏水によって使用水量が通常より過大となった場合は、その一部を減免する制度があり

ます。※ただし水道使用料金を減免するには漏水箇所を町指定給水装置工事事業者により

修理しなくてはいけません。上記の者以外が水道工事を行うことは、水道法により認めら

れていませんのでご注意ください。

もし漏水が発生してしまったら

　漏水の有無は次の手順で水道メーターを点検することによ

り確認できます。

①家中の全ての水道を閉める

②水道メーターのパイロット（銀色のこま）が回転していな

いか確認する。

　パイロットが回転していれば、漏水している可能性があり

ます。町指定給水装置工事事業者に連絡して修理等を依頼し

てください。

家庭でできる漏水調査

　冬季に空き家で漏水が多数発生し、断水になったケースがあ

ります。

　空き家を所持・管理されている方は、メーター横のバルブを

閉めて下さい。また、メーター横のバルブが閉まりきらず水が

出る等の場合は 役場 建設水道課までご連絡ください。

空き家について

吉賀町役場建設水道課　☎　０８５６－７９－２２１２

問い合わせ先
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吉賀町上下水道コラム

吉賀町役場建設水道課　☎　０８５６－７９－２２１２

　水道使用水量の減免には、過去半年の水道使用水量を平均して算出した水量と減免対象の水

量を比べてその差を減免します。減免対象は漏水修理をした月の１期分になります。（下記例

の３・４月が該当します）そのため、漏水が発生した場合はすぐに修理をしたほうが多く減免

することができます。（下記の例を参照）

水道
使用月

平
常
時

９～
１０月

平
常
時

１１～
１２月

平
常
時

１～
　２月

修
理
完
了

漏
水
発
生

３～
　４月

減免

平均水道
使用量

漏水発生後、即修理した場合

水道
使用月

漏
水
発
生

９～
１０月

漏
水

１１～
１２月

漏
水

１～
　２月

修
理
完
了

３～
　４月

減免平均水道
使用量

漏水を長期間放置した場合

※漏水量が少ない場合は減免対象外になります。

①給水装置の破損　漏水発生

②町指定給水装置工事事業者に修理依頼をする

（町指定給水装置工事事業者についてご不明な点が

ありましたら役場建設水道課までご連絡ください。）

③修理が終わったら業者に水道使用料減免申請書を町に提出するよう連絡をする

④減免申請書を業者が町に提出する

ご家庭の漏水に伴う水道使用料金の減免申請について

申請の流れ

　漏水の修理待ちになった場合やすぐに修理が出来ない場合等で水道使用水量が過大にな

るのを防ぐためには、水道を使う時だけ水道メーターの栓を開け使わない時は栓を閉める

という方法があります。

　また、いざという時に雪が積もって水道メーターを見つけるのが困難になることがあり

ます。雪が降る前にぜひご自宅や管理している家屋の水道メーターの場所を確認してくだ

さいますようお願いいたします！！

こんな時は？

例）漏水が発生し、すぐ修理した場合とすぐに修理しなかった場合

　町内で漏水が多数発生し水道業者の修理が間に合わなくなる場合があります。

　町指定給水装置工事事業者は町内だけでなく町外にもあります。詳しくは役場建設水道課ま

でご連絡ください。

問い合わせ先

工事業者はこちらから➡
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令和３年度吉賀町人権講演会

　１２月４日からの人権週間を前に、１２月１日（水）吉賀町人権講演会を開催しました。タレ

ントとしてもご活躍で、一般社団法人インターネットヒューマンライツ協会の代表でもある、ス

マイリーキクチさんを講師としてお招きし、吉賀高等学校を会場にした中高生向けの昼の部と、

六日市基幹集落センターを会場にした保護者一般向けの夜の部で、それぞれご講演いただきまし

た。

　昼の部では、吉賀高校の体育館で全校生徒１０２名と保護者・一般の方が講師の講演を聞き、

町内の３つの中学校の全校生徒１３０名は各学校でオンライン参加しました。中学生はＧ
ギ ガ

ＩＧＡ

スクール構想※
１で１人１台貸与されている c

ク ロ ー ム

hromeb
ブ ッ ク

ook という端末、高校生は自分のスマートホン

等を使い、講師の質問に投票したり質問したりするという双方向・参加型の新しい形式を取り入

れた講演会でした。

「突然僕は殺人犯にされた～言葉の責任　ネットの被害者・加害者にならないために～」

　さて、インターネット上で特定の１人に対し誹謗中傷を行った、複数の加害者が一斉に摘発さ

れた日本で初めての事件をご存じでしょうか。スマイリーキクチさんはある日突然、インターネッ

ト上に、全く身に覚えのない凶悪殺人事件の犯人グループのうちの一人であるというデマを書き

込まれて、それから１０年間もの長きにわたり、ご自身への誹謗中傷・脅迫・殺害予告だけでな

くご家族に対する脅迫に苦しまれました。ご本人の口から語っていただく壮絶な体験は、心に重

く響きました。こんなひどい誹謗中傷の被害にあわれても、検挙された犯人たちを憎むのではな

く、「自分は幸せになってやろう、いつも笑顔でいてやろうと思った」と語る、スマイリーさん

の優しい笑顔が印象的でした。

　スマートホンの普及とともに、Ｓ
エスエヌエス

ＮＳ※
２を利用した誹謗中傷・いじめや自殺、そしてストーカー・

連れ去りなどの事件は爆発的に増加しました。不適切動画をネット上に投稿することによって勤

務先の飲食店や小売店を廃業に追い込む、「バイトテロ」。話題になった事件があれば、たとえ加

害者の氏名が非公開であったとしても、ネット上では即座に犯人探しが始まります。『正義』を

振りかざした、ごく普通の人々に、加害者の氏名、写真はもちろん、自宅住所、学校名、勤務先、

家族に関する情報すら徹底的にさらされます。ネット上に公開した画像や発言は、後に削除した

としても、どこでだれが保存しているかわかりません。あるいは、自分の親しい友人にのみ送っ

た情報ですら、知らないうちに全世界へ公開される恐れがあります。そしてそれは、「デジタル

タトゥー」と言われる、インターネット上の一生消えない傷となって残り、自分自身の進学や就

職、結婚にまで影響することがあるのです。その情報が真
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

実であろうとなかろうと、です。

【昼の部】吉賀高等学校体育館 【昼の部】オンラインで講演を聞く中学生
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令和３年度吉賀町人権講演会

　それが本当に正しいのかを疑う『正義』ではなく『正疑』こそが必要である、『暇つぶし』が『ひ

と潰し』になってしまうことに気付く、感情的になって反論して「炎上」してしまわないための

『スルー力
りょく

』（うけ流す大切さ）など、本当にたくさんの気づきや学びを与えてくださいました。

　生徒からは、「自分のためになった」「勉強になった」「ネットに気を付けようと思った」「体験

者の意見は何よりも説得力があった」「今後の（ネットの）利用法を改めたいと思った」「今日の

講演を忘れることのないように生活していきたい」などたくさんのの感想が書き込まれました。

　まさか自分が…、まさか自分の子が…、とどこか他人事

のように思いがちですが、今やパソコンやスマートホンだ

けでなくテレビやゲーム機もインターネットに繋がってい

る時代です。大人が思うよりも子どもたちはネット慣れし

ているかもしれません。正しい知識や情報モラル※
３、ネッ

トリテラシー※
４は、本来学校で教えることではないのかも

しれません。ネットに繋がる機器を持たせた者の責任とし

て、その危険性と正しい付き合い方を、示し続けなければ

ならないのではないでしょうか。

※１　Ｇ
ギ ガ

ＩＧＡスクール構想

全国の義務教育を受ける児童・生徒に、一人一台の学習用端末（パソコンやタブレットなど）と、

高速ネットワーク環境を整備する計画をまとめたもの。2019 年 12 月文部科学省によって発表さ

れた。

※２　Ｓ
エスエヌエス

ＮＳ

ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略で、インターネット上で人と人との交流ができる

サービスのこと。F
フェイス

aceb
ブ ッ ク

ook、I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram、T
ツ イ ッ タ ー

witter、L
ラ イ ン

INE、など様々な種類がある。

※３　情報モラル

情報社会を生きるために必要な態度や考え方のこと。情報を扱う上でのマナーやモラル（=倫理）

ともいえる。

※４　ネットリテラシー（インターネット・リテラシー）

インターネットの情報や事象を正しく理解し、それを適切に判断し運用できる能力のこと。

1972 年　東京都足立区出身

1993 年　お笑いコンビ『ナイトシフト』を結成

1994 年　コンビ解散後、1人で活動

1999 年　身に覚えのない殺人事件の犯人だとネット上にデマを書き込まれ、

　　　　 10 年にわたり誹謗中傷や脅迫を受ける

2011 年　その闘いの記録を綴った著書『突然、僕は殺人犯にされたーネッ

　　　　 ト中傷被害を受けた 10 年間』を発刊

　　　　 現在はネットの誹謗中傷の経験をもとに風評被害の実態や SNS の

　　　　 危険性、トラブル対処法などを全国で講演

【講師紹介】スマイリーキクチさん

【夜の部】六日市基幹集落センター
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消費者ホットライン１８８

●災害発生時に備えて、普段から飲料水や保存の効く食

料などを備蓄しておきましょう。１人当たり３日分、大

規模災害発生に備えるなら１週間分の備蓄があるとよい

とされています。

●「賞味期限」はおいしく食べられる期限のことであり、

食べられなくなる期限ではありません。適切な消費を心

掛け、定期的に確認しましょう。

●日頃から保存性の高い食品を少し多めに買い置きし、

消費者ホットライン 188　お近くの消費生活相談窓口につながります。

島根県消費者センター☎ 0852-22-5103 Fax:0852-32-5918 

　　　　　　　　　　　E-Mail:syohisen@pref.shimane.lg.jp

石見地区相談室　　　☎ 0856-23-3657　役場税務住民課☎ 77-1113

問い合わせ先

賞味期限などを考えながら計

画的に使い、新たに買い足す

「ローリングストック法」も

有効です。

８０２０よい歯のコンクール

　島根県や島根県歯科医師会が、８０歳で２０本の歯を維持している方を表彰する「８０２０よい

歯のコンクール」において、町内７名の方が優良賞を受賞されました。このコンクールは毎年行わ

れており、今年は全県下より１３２名の応募があったということです。

　今回受賞された方にお聞きしたところ、「丁寧に歯を磨いている」「日々運動することを心がけて

いる」「定期的に歯科受診している」「母から受け継いだものでありがたいこと」など話してくださ

いました。

　２０本以上の歯があれば、食生活にほぼ満足できると言われています。セルフケア（歯みがきな

ど）はもちろんのこと、定期的な歯科医院でのケアにより歯を健康に保つことで、皆さんにより楽

しく生活を送っていただけたらと思います。

竹下　勇三さん

杉崎　兌治さん

山口　廣海さん

中村　勲さん

河上　豊見さん

優良賞を受賞された方

＊同意が得られた方のみ掲載しています

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ
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日 月 火 水 木 金 土
30 31 新春特別番組 体操番組 １

6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00 
●しまねがドラマ
　になるなんて！

  激辛！！地方創生委員会ＮＬ 第６弾
  世間を騒がせている様々なテーマを切り口に、地方と都会、
  

それぞれで活躍する各界の論客らが徹底討論！

   津和野地域文化芸術の祭典
  令和３年１１月６日・７日に行われた津和野地域文化芸術の祭典  

ステージイベントの模様を放送！
   らっせによさこい祭り２０２１  

令和３年１２月５日に行われたよさこいイベントの模様を放送！

１日～３日は

特別番組放送の為 

「みんなでラジオ

体操」 と 「みんな

のつわの体操」は

お休みします

5：00 
●津和野町年頭
    挨拶・吉賀町
    年頭挨拶
９：00 
◎激辛！！
      地方創生委員会
     ＮＬ 第６弾

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
5：00 
●津和野町年頭
    挨拶・吉賀町
    年頭挨拶
9：00 
津和野地域
文化芸術の祭典

5：00 
●津和野町年頭
    挨拶・吉賀町
    年頭挨拶
9：00
らっせによさこい
祭り２０２１

9：00
●はじめての
　菜園生活。 

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●神主と学ぶ
　日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●美肌県島根へ
　行こう！

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30 
●のんびり安来
　～山城攻略編4～

6：00 
●ニュース
　サンネット

９ 10 11 12 13 14 15
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
◎奇跡の邂逅　
　加納莞蕾物語

9：00
●石正美術館
　展覧会のご案内

9：30
●出雲のほそ道
 

9：00
●あいラブせん
　りゅう(宮城) 

9：30
●気仙沼めっけ
　(宮城)

9：00
●お地蔵
　ものがたり

9：30
●えきぐる！
　～木次線沿線地域の
　楽しみ方ガイド～

9：00 
◎新日本紀行
　ふたたび
【猿まわしのふるさと】
10：00
◎新日本紀行
　ふたたび
【合掌の里の秋祭り】

6：00 
●ニュース
　サンネット

16 17 18 19 20 21 22
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
◎佐々田正徳氏
　講演会
10：00
◎新春白熱討論 
 『次世代エネル
     ギーと未来』

9：00
●はじめての
　菜園生活。 

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●神主と学ぶ
　日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●県立中央病院
　えにし
　～扉の向こうに～
9：30
●しまねの健康づくり
　プラス１(ワン)

9：00
●CATV情報ネット
　しまね
9：30 
●のんびり安来
　～山城攻略編4～

6：00 
●ニュース
　サンネット

23 24 25 26 27 28 29
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
◎激辛！！
     地方創生委員会
     ＮＬ 第６弾

9：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座  
9：30 
●出雲のほそ道 
   

9：00
●いい伊豆
　みつけた(静岡) 

9：30
●ふるさと歴史
　発見！(静岡)

9：00
●お地蔵
　ものがたり

9：30
●えきぐる！
　～木次線沿線地域の
　楽しみ方ガイド～

9：00 
◎新日本紀行
　ふたたび
　【猿まわしのふるさと】
10：00
◎新日本紀行
　ふたたび
    【合掌の里の秋祭り】

6：00 
●ニュース
　サンネット

特

年頭挨拶 吉賀町議会・津和野町議会中継 ケーブルセンター受付時間

  津和野町長・津和野町議会議長及び
吉賀町長・吉賀町議会議長の

「令和４年年頭挨拶」を放送します

放送日時
１月１日～３日

午前５時～ １時間おき

  112ｃｈで12月定例会一般質問を再放送！

  ◆放送日時◆ 午前９時～ 放送開始
     吉賀町議会 　１月１０日～１２日 （予定）
     津和野町議会 １月１７日～１９日 （予定）

サンネットにちはら 
Tel 74-2099/Fax 74-2667 

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

　【１１２ｃｈの視聴方法】
 ■リモコンの “11” を押し、チャンネルをチャンネルボタン

の “上矢印 または ＋ ”を１回押すと１１２chに移行します

特

字

字 字

字 字

字

特

字

字

特

特

特

特

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ●３Hごとに放送  ●４Hごとに放送　  　特別番組 
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特111 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２２

特

特 特



子育て世代

包括支援センター ぴよぴよ だより

　町内の保育所や子育てサロン、子どもの育ちに関することをお伝えしていきたいと思います。

今月は

かきのき保育所

です。

園名　社会福祉法人かきのき保育所

住所　吉賀町柿木 80 番地 2

電話　0856 － 79 － 2449

FAX 　0856 － 79 － 2459

☆ホームページもごらんください！☆

保健だより
健康・食育・予防

実りの秋。野山をめぐり自然の恵みをいただきます。吉賀のおいしい空気もいただきます。

四季を感じ楽しむ保育～秋冬編～

田んぼも山もどこ

でも遊び場！

待ちに待った雪！とびだせ

銀世界！われらの遊び場！

寒さも吹き飛ばして

空が青いね～

外のかまどでは

さつまいもご飯

地域の方に支えられ

どんと焼き、毎月のお茶会

ありがとうございます。
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ノロウイルスによる感染・
　　　　　　食中毒を防ごう！

　風邪やインフルエンザと同じく、主に冬に流行する病気で注意が必要なのが、ノロウ

イルスによる感染性胃腸炎です。子どもや、高齢者は重症化しやすいため注意が必要で

す。また、ノロウイルスにはワクチンがなく、治療は対症療法に限られるため、予防対

策をしっかりと行うことが大切になります！

保健だより
健康・食育・予防

＜厚生労働省制作「ノロウイルスによる食中毒」より抜粋＞

ノロウイルスに感染すると・・・

潜伏期間は２４～４８時間で、発症後およそ２～３日で軽快します。（回復後も１週間

位は便からウイルスが排出されます）

下痢、嘔吐、腹痛などが主な症状で、３７～３８℃の発熱を伴うこともあります。

予防方法

　中心温度８５度以上で１分間以上加熱しましょう。

○カキなどの二枚貝は内部までしっかり加熱！

　０．０２％の台所用漂白剤（次亜塩素酸）を使っ

て消毒をすると効果的です。

　「手洗い」をしっかりと行う！

　調理前後、食事前、トイレ後、外出から帰った時

は必ず石鹸と流水でしっかり手を洗いましょう。消

毒用アルコールはノロウイルスには効果がありませ

ん。新型コロナ感染対策で習慣的になっていますの

○調理器具や調理台はいつも清潔に！

で、消毒アルコールだけで安心する人が多いかもしれませんが、ノロウイルスには効果

がないことをご理解ください。

塩素消毒液の作り方

○嘔吐物や便の消毒には：濃度０．１％

　５００ｍｌのペットボトルにキャップ２杯分（１０ｍｌ）の漂白剤を入れ、いっぱ

いになるまで水を加える

○調理器具や床などの消毒には：濃度０．０２％

　２リットルのペットボトルにキャップ２杯分（１０ｍｌ）の漂白剤を入れ、いっぱ

いになるまで水を加える

家庭用塩素系漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム濃度 5%）を原液とした場合

汚れの残りやすいところを丁寧に！

親指周り

指先

爪の間

指の間

しわ
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー「 私たちの健康は私たちの手で」

食育 小学校での取り組み

　今月は、六日市小学校、柿木小学校で開催された食につい

ての取り組みをお届けします。

　まずは、１０月１５日（金）六日市小学校で開催された拡

大学校保健委員会についてです。

今年度のテーマは「君もなれる！食の博士ちゃん」で、４つ

のワークショップを回りました。

　食事のマナークイズコーナーでは、クイズを通してマナー

は思いやりからできていることを学びました。

　たまご焼・朝ごはんコーナーではコロナ禍のため、卵の代

わりにタオルや小麦粉のりを使ったたまご焼き作り体験と、

食生活改善推進員さんから朝ごはんの大切さのお話をしてい

ただきました。

　お弁当コーナーでは町役場栄養士の松原さんから、お弁当

の３：１：２の法則を教えていただき、考えたお弁当に食生

活改善推進員さんからアドバイスをいただきました。

　出汁・みそ汁コーナーは学校栄養士の都野が担当し、２種

類の出汁で出汁当てクイズやみそ汁は１品で赤黄緑の食材が

そろうとてもいい料理だということを学びました。

　次に、１０月１６日（土）に柿木小学校で開催された保健集会

についてです。

　今年度の保健集会は、生活調査の結果から排便がきちんとでき

ていない児童が多いことがわかり、「正しい排便習慣」について

児童と保護者で一緒に学びました。

　健康委員会の児童たちは、すっきりうんちの出る方法を発表し

た後、次の３つのコーナーを体験し、さらに詳しく「正しい排便

習慣」を学びました。

①食育のお話コーナー：食べたものがどのようにうんちになるの

か？すっきりうんちを出すために、よい食べ物はなにか？につい

てと、朝に具がいっぱいのみそ汁を一杯飲むといいこと

②楽しい体操とストレッチコーナー：うんちダスマン体操と簡単

にできるストレッチ

③腸活おやつコーナー（食生活改善推進員担当）：いつものパン

ケーキにちょっと工夫をするといいこと

　子どもたちによりよい生活習慣をみにつけてほしいものです。
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　今

月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

一
年
経
つ
の
は
早
い
で
す
ね
。
お
せ
ち
料
理
、
今
は
簡

単
に
す
る
か
た
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
わ
れ
と
し
き

た
り
知
っ
て
い
ま
す
か
？
お
せ
ち
料
理
と
は
「
お
節
供
」

の
略
で
、
神
様
に
お
供
え
す
る
料
理
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

お
節
の
中
身
や
重
箱
の
詰
め
方
は
地
域
や
家
庭
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
欠
か
せ
な
い
食
材
は
「
黒
豆
・
数
の
子
・

ご
ま
め
」
の
祝
い
肴
三
種
で
、
そ
の
ほ
か
海
の
幸
、
山
の

幸
を
煮
た
り
、
焼
い
た
り
、
和
え
た
り
と
料
理
し
ま
す
。

詰
め
方
は
五
品
、
七
品
と
縁
起
の
良
い
奇
数
で
彩
り
よ
く

盛
り
つ
け
、
め
で
た
さ
を
重
ね
る
と
い
う
意
味
を
込
め
て

重
箱
を
重
ね
ま
す
。
正
月
三
が
日
、
主
婦
が
水
仕
事
を
控

神
様
の
カ
ル
テ　
　
　
　
　
　
　
　

夏
川
草
介

猛
ス
ピ
ー
ド
で
母
は　
　
　
　
　
　

長
嶋　

有

げ
つ
よ
う
び
の
こ
ど
も　
　
　
　
　

広
谷
鏡
子

マ
チ
ネ
の
終
わ
り
に　
　
　
　
　
　

平
野
啓
一
郎

世
界
の
果
て
の
こ
ど
も
た
ち　
　
　

中
脇
初
枝

き
の
う
の
影
踏
み　
　
　
　
　
　
　

辻
村
深
月

女
の
い
な
い
男
た
ち　
　
　
　
　
　

村
上
春
樹

ズ
ッ
コ
ケ
中
年
三
人
組　
　
　
　
　

那
須
正
幹

ニ
ャ
ー
ゴ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
西
達
也

は
じ
め
て
の
や
ま
の
ぼ
り　
　
　
　

美
智
子

ご
め
ん
ね
！　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ラ
ン
ダ

り
ん
ご
が
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　

間
所
ひ
さ
こ

こ
と
ば
の
こ
ば
こ　
　
　
　
　
　
　

和
田　

誠

【
か
わ
い
い
来
館
者
】

　

11
月
11
日
、
七
光
保
育
所
か
ら
約
７
名
の
園

児
さ
ん
と
先
生
が
図
書
館
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

館
長
の
指
人
形
を
使
っ
た
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

紙
芝
居
の
朗
読
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
絵
本
を
読

ん
だ
り
、
借
り
る
本
を
探
し
た
り
な
ど
し
て
過

ご
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
本
に
囲
ま
れ
て
皆

さ
ん
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
ど
う
ぞ
、
皆

様
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
下
さ
い
。

【
テ
ー
マ
展
示
紹
介
】

　

１
月
に
は
芥
川
賞
と
・
直
木
賞
の
発
表
が
あ

り
ま
す
。
候
補
作
品
が
決
ま
り
し
だ
い
展
示
い

た
し
ま
す
。
こ
の
文
学
賞
は
関
心
も
高
く
、
候

補
に
な
っ
た
作
品
も
よ
く
貸
出
さ
れ
ま
す
。
ど

の
作
品
が
受
賞
す
る
の
か
を
読
ん
で
予
想
さ
れ

る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
成
人
の
日
に
ち
な
み
若
い
人
に
贈
る

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

 ≪ベスト・リーダー！１１月≫
　　書　　　名　　　　　　著　　者
「巨鳥の影」　　　　　　　　長岡　弘樹　著
「九十八歳。
戦いやまず日は暮れず」 　　佐藤　愛子　著
「教場　Ｘ」　　　　　　　　長岡　弘樹　著
「共　犯　者」　　　　　　　三羽　省吾　著
「たそがれ大食堂」　　　　　坂井希久子　著

≪図書館利用状況 11月≫

●貸出総数３，６４８冊

●貸出人数　 ４６８人

●来館者数　 ６０９人

 [ 図書館の休館日 ]

・毎月曜日と祝日

・１２月２８日（火）～１月５日（水）

・１月２６日　図書整理

　年末年始休館

 [ 図書返却について ]

・町内の返却ポストは、柿木・七日市公民館

本
を
並
べ
ま
す
。
読
書
が
心

を
和
ま
せ
、
さ
ら
に
新
た
な

勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
若
い
人
に
限

ら
ず
、
幅
広
い
世
代
に
楽
し

め
る
作
品
が
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
持
ち
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
手
間
の
か
か

る
料
理
が
多
く
日
常
の
料
理
と
は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
祝
い
箸
を
使
い
ま
す
が
、

両
端
が
細
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
れ
に
は
片
方
は
神
様
の
も
の
で
、

神
様
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(

参
考
：
和
ご
よ
み
と
四
季
の
暮
ら
し)

図書だより
町立図書館・柿木公民館
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私
達
の
住
む
吉
賀
町
は
、
中
山
間

地
に
位
置
す
る
自
治
体
で
町
の
面
積

の
９
割
以
上
が
山
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。
山
林
は
、
様
々
な
潜
在
的
資
源

を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
を
利
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
林
業
な
ど
を
振
興

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
当
町
で
は
、

総
務
省
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

と
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
森
林
資
源
を
有
効

に
活
用
で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
「
森
師
研
修
員
」
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
永
続
的
な
森
林

経
営
が
可
能
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

の
構
築
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
沿
っ
た
造

林
、
作
業
道
開
設
、
収
穫
ま
で
を
実
施

す
る
こ
と
の
出
来
る
林
業
作
業
班
の
育

成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

設
定
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
３
年
間

に
わ
た
っ
て
研
修
し
、
当
町
の
森
林
管

理
を
担
え
る
人
材
を
目
指
し
て
も
ら
い

ま
す
。
第
１
期
生
と
な
る
研
修
員
と
し

て
令
和
３
年
４
月
に
３
名
の
方
々
が
着

任
し
日
々
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今

回
着
任
さ
れ
た
の
は
、
中
村
康
夫
さ

ん
（
大
阪
府
堺
市
出
身
、
前
職:

小
学

校
教
諭
）、
渡
辺
隼
人
さ
ん
（
広
島
県

尾
道
市
出
身
、
前
職:

作
業
療
法
士
）、

石
田
達
彦
さ
ん（
広
島
県
広
島
市
出
身
、

前
職:

広
告
代
理
店
）
で
す
。

　

森
師
研
修
員
の
主
な
作
業
は
、
森
に

入
り
「
大
橋
式
作
業
道
」
と
呼
ば
れ
る

小
規
模
な
林
業
用
作
業
道
を
つ
け
て
い

く
こ
と
で
す
。
「
大
橋
式
作
業
道
」
と

は
、
林
業
家:

大
橋
慶
三
郎
氏
の
考
案

に
よ
る
も
の
で
、
幅
員
・
法
面
・
勾
配

な
ど
厳
密
な
理
論
を
基
に
造
ら
れ
る
道

で
、小
さ
い
な
が
ら
強
度
は
抜
群
で「
壊

れ
な
い
作
業
道
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

抱
え
て
木
を
伐
っ
た
り
、
複
数
の
重
機

操
作
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
10

Vol.46

岩本一巳

森
師
研
修
員
が

頑
張
っ
て
い
ま
す
！

月
中
旬
に
は
、
森
師
研
修
員
の
皆
さ
ん

が
作
業
し
て
お
ら
れ
る
幸
地
地
区
の
町

有
林
を
訪
れ
、
様
々
な
こ
と
に
つ
い
て

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

森
師
研
修
員
の
皆
さ
ん
が
、
現
場
作
業

の
際
に
着
用
す
る
服
は
、
当
町
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
「
モ
ン
ベ

ル
」
製
の
も
の
で
す
。

　

町
外
か
ら
来
ら
れ
た
３
人
の
森
師
研

修
員
の
方
々
が
、
当
町
の
森
林
を
守
る

た
め
に
連
日
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是

非
応
援
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
作
業
員

の
一
人
で
も
あ
る
石
田
達
彦
さ
ん
が

「
日
本
に
健
全
な
森
を
つ
く
り
直
す
委

員
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
活
動
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
下

さ
い
。

町長コラム

町有林で森師研修員の皆さんと一緒に

　

学
園
祭
を
11
月
19
日
（
金
）
に
開
催
し

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
感
恩
報
謝
～
心
よ

り
の
敬
意
を
感
謝
に
込
め
て
～
」
と
し
ま

し
た
。
こ
の
六
日
市
医
療
技
術
専
門
学
校

は
今
年
度
の
３
月
に
閉
校
と
な
り
ま
す
。

地
域
へ
の
感
謝
を

　
　
　
　
　
　

看
板
に
込
め
た
学
園
祭

こ
れ
ま
で
の
29
年
間
の

感
謝
を
地
域
の
方
々
に

伝
え
、
さ
ら
に
、
六
日

市
学
園
の
卒
業
生
で
あ

る
こ
と
や
社
会
に
貢
献

す
る
看
護
師
と
し
て
の

意
識
を
高
め
る
決
意
を

し
て
学
生
み
ん
な
で
協

力
し
看
板
作
成
を
し
ま

し
た
。
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11
月
10
～
14
日
に
三
重
県
の
四
日
市
テ

ニ
ス
セ
ン
タ
ー
で
「
ダ
ン
ロ
ッ
プ
・
ロ
ー

ド
ツ
ー
ザ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
オ
ー
プ

ン
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
リ
ー
ズ
イ
ン
四
日
市
」

と
い
う
国
際
大
会
Ｗ
Ｃ
予
選
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
17
歳
以
下

の
日
本
ト
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
を
全
国
か
ら
男

女
各
16
名
を
招
集
し
、
優
勝
者
を
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ト
ラ
ラ
ル
ゴ
ン
国
際
ジ
ュ
ニ

ア
大
会
に
招
待
す
る
大
会
で
す
。
当
町
か

ら
中
国
地
区
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
の
岩
本
晋

之
介
選
手
（
関
西
高
３
）
が
選
出
さ
れ
出

場
し
ま
し
た
。
２
日
目
の
対
戦
で
は
今
大

会
注
目
カ
ー
ド
に
選
ば
れ
、
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ト
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
ラ
イ
ブ
配
信

が
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
予

選
リ
ー
グ
１
位
に
な
れ
ず
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
北
信
越
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
終
わ
り
、

大
学
進
学
受
験
の
た
め
準
備
不
足
の
大
会

で
し
た
が
、
出
場
選
手
と
毎
日
練
習
し
た

り
等
、
充
実
し
た
大
会
に
参
加
で
き
今
後

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
三
重
国
体
が

中
止
に
な
り
残
念
で
し
た
が
、
国
体
会
場

テ
ニ
ス
・
国
際
大
会
予
選

トピックス
話題・できごと

　

11
月
18
日
島
根
県
林
業
会
館
に
て
「
み

ど
り
の
奨
励
賞
（
国
土
緑
化
推
進
機
構
理

事
長
賞
）」
の
表
彰
状
伝
達
式
が
お
こ
な

わ
れ
、
塚
原
隆
昭
島
根
県
緑
化
推
進
委
員

会
代
表
理
事
副
会
長
（
飯
南
町
長
）
よ
り

表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
島
根
県
庁
分
庁
舎
に
て　

野
津

健
二
教
育
長
、石
原
恵
利
子
副
教
育
長
へ
、

本
庁
舎
に
て
丸
山
達
也
島
根
県
知
事
へ
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

緑
の
少
年
団
を
代
表
し
、
柳
先
生
、
笠
江

雄
真
さ
ん
（
３
年
）
加
藤
樹
一
さ
ん
（
２
年
）

が
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
、
教
育
長
か
ら
は

「
生
徒
た
ち
の
将
来
に
繋
が
る
活
動
で
あ
り
、

伝
統
と
し
て
継
続
し
て
欲
し
い
。
」
県
知
事

吉
賀
中
緑
の
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　

県
知
事
へ
受
賞
報
告

コ
ー
ト
で
開

催
さ
れ
た
素

晴
ら
し
い
大

会
で
し
た
。

か
ら
は
「
植
樹

祭
で
天
皇
陛
下

が
お
手
植
え
さ

れ
る
な
ど
コ
ウ

ヤ
マ
キ
は
島
根

県
民
の
誇
り
で

あ
る
。
今
後
も

活
動
を
継
続
し

て
欲
し
い
。
」
と

の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

陽
が
落
ち
る
の
が
早
く
な
っ
て
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
、
冬
の
到
来
を
感
じ
る
場
面

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ア
ン
ト
レ
も
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
現
地
視
察
・
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

の
調
査
を
経
て
、
少
し
ず
つ
〈
高
校
生
が

で
き
る
こ
と
〉
を
考
え
、
具
体
的
に
行
動

へ
と
移
し
始
め
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ク

シ
ョ
ン
」
の
ス
テ
ッ
プ
に
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
生
徒
達
は
、「
自
分
た
ち
が
想
定

し
て
い
た
町
の
困
り
ご
と
と
現
状
の
違

い
」
「
自
分
達
が
ど
の
程
度
関
わ
れ
る
か

ど
う
か
」
「
何
か
を
企
画
・
実
施
す
る
上

で
計
画
を
立
て
る
大
変
さ
や
大
切
さ
」
な

ど
に
気
づ
き
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

現
に
向
け
て
試
行
錯
誤
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
な
か
に
は
、
す
で
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ア
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ

り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、
柿
を
何
か
に

使
え
な
い
か
と
考
え
、
地
域
の
方
に
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
柿
を
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
に
加
工
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
チ
ー
ム
。

七
日
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
レ

少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
形
に
・
・
・

　
　
　
ア
ン
ト
レ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

支
援
室
だ
よ
り

吉
高

ジ
ン
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
を
企
画
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
チ
ー
ム
。
七
力
祭
り
で
頑

張
る
小
学
生
に
何
か
楽
し
み
を
提
供
し
た

い
と
、
吉
賀
中
学
校
生
徒
と
チ
ー
ム
を
組

み
、
ブ
ー
ス
を
出
店
し
た
チ
ー
ム
。
今
回

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
活
動
を
は
じ
め
、

他
の
チ
ー
ム
の
活
動
も
、
地
域
の
方
々
の

知
識
・
技
術
や
場
所
提
供
な
ど
、
沢
山
の

ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
活
動
を
計
画
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
年
が
明
け
て
か

ら
も
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
次
に

繋
げ
て
い
く
チ
ー
ム
や
今
か
ら
ア
ク
シ
ョ

ン
を
行
う
チ
ー
ム
と
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
吉
賀
高
校
生
徒
の
ア
ン
ト
レ
を
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
！

賀

校

七力祭で、

プラバン＋

フォトフレー

ム作りのブー

ス出店

地域の人と一緒に、

柿をドライフルーツ加工

七 日市デイ

サービスでレ

ジンを使った

キーホルダー

作り
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11
月
28
日
（
日
）
に
吉
賀
町
白
谷
の

大
井
谷
棚
田
で
棚
田
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
積
の
棚
田
を
２
，
７
６
１
個
の
太

陽
光
発
電
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
で
彩
る
「
大

井
谷
の
灯
」
は
今
年
で
２
回
目
の
取
り

組
み
で
す
。

　

第
１
回
目
に
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
は

大
成
功
で
、
多
く
の
方
々
に
大
井
谷
の

棚
田
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
が
、
そ
の
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
や
財
源
不
足
等
の
問
題
か
ら
継

続
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
は
実
現
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
大
井
谷
棚
田
の
保
全
を
応
援

し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
よ
る
暖
か
い
支

援
や
、
白
谷
自
治
会
が
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
宝
く
じ
の
受
託

収
入
を
財
源
と
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
を
整
備
し
た
こ
と
で
、
令
和
３
年
よ

り
継
続
し
た
取
り
組
み
と
し
て
大
井
谷

の
棚
田
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回
「
大
井
谷
の
灯
」

大
井
谷
の
棚
田
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

当
日
は
、
地
元
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
朝
早
く
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

の
組
み
立
て
作
業
と
設
置
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
設
置
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の

中
に
は
柿
木
小
学
校
の
児
童
と
柿
木
中

学
校
生
徒
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
組
み

立
て
た
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
ラ
イ
ト
も
あ

り
、
地
元
の
子
供
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の

思
い
出
に
残
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
な
る

よ
う
祈
り
な
が
ら
設
置
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

設
置
作
業
に
参
加
し
た
方
は
「
日
が

暮
れ
て
ラ
イ
ト
が
ア
ッ
プ
さ
れ
た
棚
田

を
見
る
の
が
楽
し
み
」と
い
う
声
や「
ワ

ク
ワ
ク
し
な
が
ら
設
置
作
業
を
行
い
ま

し
た
」、「
多
く
の
人
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　

設
置
作
業
終
了
後
に
は
地
元
の
棚
田

工
房
の
方
が
作
っ
た
豚
汁
や
棚
田
米
の

お
む
す
び
が
振
る
舞
わ
れ
、
夜
の
棚
田

を
想
像
し
な
が
ら
設
置
作
業
の
疲
れ
を

癒
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
は
辺
り
が
暗
く
な
る

と
自
動
的
に
明
る
く
な
る
仕
組
み
に

な
っ
て
お
り
、
日
が
沈
み
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
が
点
灯
し
ま
す
。
日
暮
れ
に
な
り
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
点
灯
す
る
と
幻
想
的
な

あ
か
り
が
大
井
谷
棚
田
を
包
み
込
み
ま

し
た
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
見
ご
ろ
は
午

後
６
時
頃
か
ら
で
、
赤
色
・
金
色
・
青

緑
色
・
紫
色
の
順
番
で
15
分
お
き
に
色

が
変
化
し
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
１

月
中
旬
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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《
短
歌
》

廃
耕
の
田
の
面
に
茂
る
泡
立
草

　
　

二
度
と
稲
穂
の
見
え
る
日
も
無
か
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

佐
々
田　

登

丑
年
を
無
事
に
過
せ
て
感
謝
を
し

　
　

く
る
年
も
又
お
だ
や
か
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

川
口　

敦
子

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用

い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
応
募
作
品

は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意

味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
《
俳
句
》

天
高
く
進
む
収
穫
田
ん
ぼ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

村
上　

毅

思
い
出
の
祖
母
の
家や

の
壁
吊
る
し
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

大
場　

博
明

塾
帰
り
母
の
迎
へ
と
鯛
焼
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

村
田　

綾
美

冬
の
灯
や
父
の
辞
典
を
身
ほ
と
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

平
岡　

雅
子

聴
か
む
と
す
嵯
峨
野
の
庵
の
初
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

青
木　

道
子

立
話
大
根こ

の
影
を
避
け
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

三
浦　

一
美

雨
止
み
て
金
木
犀
の
月
夜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

齋
藤
ツ
ル
子

神
在
の
出
雲
に
ぜ
ん
ざ
い
食
み
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

山
崎
美
智
子

日
向
ぼ
こ
心
空
っぽ
に
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

茅
原　

久
子

黄
葉
し
て
石
段
か
く
す
大
銀
杏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

河
野　

由
希

　
《
川
柳
》

無
観
客
五
輪
テ
レ
ビ
で
熱
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

村
上　

毅

選
挙
カ
ー
巧
い
台
詞
に
手
を
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

信
州
に
美
味
い
う
ま
い
と
ね
ず
み
蕎
麦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

カ
ビ
だ
ら
け
美
味
い
は
ず
の
干
し
た
柿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

水
上　

健
二

栗
や
柿
柚
子
を
そ
え
て
は
旨
み
増
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

検
診
日
茶
柱
の
立
つ
こ
の
旨
さ

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

孫
娘
上
手
く
ひ
ら
が
な
書
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

う
ま
い
こ
と
逃
げ
た
つ
も
り
が
み
や
ぶ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

政
治
家
の
う
ま
い
お
金
が
皆
に
知
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

仇
と
な
る
旨
い
旨
い
が
肥
る
元

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
ア
イ
子

渋
柿
も
い
か
に
も
旨
げ
色
づ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

新
桐　

朱
実 

カ
ラ
オ
ケ
が
上
手
い
と
言
わ
れ
恥
を
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

池
下　

邦
枝

う
ま
い
の
う
う
も
う
な
い
の
う
の
く
り
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

橋
本　

雅
夫

夫
の
ギ
ャ
グ
上
手
い
思
う
が
笑
え
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
11
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
11
月
届
出
）

尾
崎　

沙
奈
（
さ
な
）
さ
ん

　
　
　

賢
志
・
美
穂
さ
ん
の
子　
　

広
石

山
吹　

美
晴
（
み
は
る
）
さ
ん

　
　
　

彰
・
望
美
さ
ん
の
子　
　
　

九
郎
原

　《
寄
稿
》

味み

そ噌
を
作
った

竹
中　

和
博

　

去
年
二
月
、
自
家
製
味
噌
を
作
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
ご
指
導
を
受
け
て
五
年
位
前

よ
り
毎
年
作
って
い
ま
す
。
実
に
楽
し
い
で
す
。

ま
ず
皆
さ
ん
と
の
会
話
が
楽
し
い
、
次
に
、
寒

い
寒
い
外
は
雪
景
色
な
の
に
部
屋
の
中
は
暖
か

い
蒸
気
に
包
ま
れ
、
何
ん
と
も
言
え
な
い
得
し

た
気
分
、
そ
の
蒸
気
が
、
蒸
し
上
った
米
と
大

豆
の
匂
い
だ
か
ら
こ
の
上
な
く
い
い
気
持
ち
な
の

で
す
。

　

昔
、
私
の
家
が
ま
だ
藁わ

ら

葺ぶ

き
屋
根
だ
っ
た
頃

の
話
を
少
し
し
ま
す
と
、
別
棟
で
農
耕
用
の
牛

を
飼
って
い
て
、
そ
の
牛
の
餌
と
し
て
、
小
麦
と

大
豆
等
を
煮
て
い
た
。
そ
の
炊
き
上
っ
た
時
に

家
中
に
充
満
し
て
い
た
匂
い
と
味
噌
作
り
の
部

屋
に
漂
って
い
る
匂
い
は
同
じ
で
、
何
ん
と
も
食

欲
を
そ
そ
る
事
か
、
時
間
も
一
気
に
逆
も
ど

り
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
牛
の
餌

だ
と
言
う
事
を
忘
れ
て
思
わ
ず
鍋
の
中
に
手

を
つ
っ
込
も
う
と
し
た
事
で
し
ょ
う
。
（
食
べ
物

が
豊
富
に
無
か
った
時
代
で
す
か
ら
）

　

そ
ん
な
気
持
を
味
噌
作
り
の
部
屋
で
毎
年

感
じ
ら
れ
、
懐
か
し
い
気
分
と
、
満
足
感
、

満
腹
感
を
味
わ
って
い
ま
す
。

　

去
年
は
、
三
十
数
名

（
内
、男
性
四
～
五
名
）

の
方
が
参
加
さ
れ
て
ま
し
た
。
私
と
同
じ
感
覚

に
な
ら
れ
た
人
は
多
分
居
た
と
思
い
ま
す
。
「
安

心
、
安
全
、
自
己
満
足
、
そ
し
て
懐
か
し
さ
」

と
色
々
な
気
分
に
さ
せ
ら
れ
る
「味
噌
づ
く
り
」

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
方
と
一
緒
に
作
業
し
て
頂
い
た

方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
年
も
や
る
ぞ
と
、
決

め
ま
し
た
。

三
浦　

利
一　
　

さ
ん　

85
歳　
　

六
日
市

岩
本　

清　
　
　

さ
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